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研究成果の概要（和文）：　健康長寿を達成するためには，咬合や咀嚼機能がきわめて重要な役割を果たしてい
ると推察される．本研究は，平均約65歳の高齢者を対象に10年間のコホート研究を行い，補綴治療やメンテナン
スの有無が歯や口腔機能，QOLならびに全身の健康に及ぼす影響について明らかにすることを目的とした．
　研究参加への同意が得られた475名について調査した．10年間で約68％の人が，少なくとも１本歯を失ってお
り，咀嚼能率は有意に減少した．義歯の使用割合は，上下とも10年間で約10％ずつ増加した．メンテンナンスの
受診率は67.4％であった．また，定期検診を受けている者は，10年後の咀嚼能率が有意に高いことが明らかとな
った．

研究成果の概要（英文）：It is guessed that dental occlusion and a masticatory function play an 
extremely important role to bring health and longevity. In this study, I conducted a cohort study 
for 10 years among elderly people of an average of approximately 65 years old to examine changes in 
general health and disease, oral status, and oral function. 
Approximately 68% of person lost at least one tooth and the masticatory efficiency significantly 
decreased over ten years. About two thirds of all visited a dentist regularly.  Denture use rate 
increased nearly 10% per 10-year, upper and lower denture respectively. In addition, it was 
suggested that visiting a dentist regularly is conductive to maintaining the masticatory efficiency 
after 10 years.

研究分野： 老年歯科学
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１．研究開始当初の背景 
 健康長寿を達成するためには，咬合や咀嚼
機能がきわめて重要な役割を果たしている
と推察される．これまでに，残存歯数は，心
疾患や脳卒中などの全身疾患の罹患や，生命
予後に影響を及ぼしていることが報告され
ている(3)．我々も，5 年間のコホート研究の
結果，残存歯数が生活習慣病への罹患に影響
を及ぼしていることを報告した(4)．これまで
に，残存歯数と全身疾患に注目した研究は多
くみられるが，残存歯数が少なくても欠損補
綴によって口腔機能が良好に維持されてい
る場合や，逆に残存歯数が多くても咬合や補
綴装置の状態が不良で十分に口腔機能が発
揮できない場合がある． 
 我々はこれまでに，5 年間のコホート研究
によって，咬合力を維持することが高齢者の
口腔関連 QOL の低下を防ぐことを明らかに
してきた(2)．適切な補綴治療や歯周治療を行
うことで咬合や咀嚼などの口腔機能を維持
することにより，必要な栄養素を摂取が可能
となり，全身の健康を良好に保つことができ
ることは想像に難くない． 
 この様に，歯科治療と口腔機能や全身の健
康との関係を明らかにするためには，研究開
始時の口腔機能のみならず，長期的な口腔機
能の変化やその間に行った歯科治療の重要
性を検討する必要があるが，そのような縦断
的研究はこれまでにみられない． 
 
２．研究の目的 
これまで我々は，ベースラインから 5 年後の
調査を行い，口腔機能の変化が高齢者の QOL
に及ぼす影響を明らかにしてきた（平成 22
～24 年度 基盤研究 C：高齢者コホートにお
ける歯と口腔機能ならびに生活の質に関す
る 5 年間の追跡調査）．今回はさらに 5 年間
追跡調査することで，補綴治療やメンテナン
スの有無が歯や口腔機能，QOL ならびに全
身の健康に及ぼす影響について明らかにす
る． 
 
３．研究の方法 
(1)対 象 
 対象者は，これまで我々が日本学術振興
会の科学研究費（平成 16～18 年度 基盤
研究 B：口腔関連 QOL 評価法の確立と咀
嚼、味覚ならびに補綴治療との関連）を得
て培ってきた一般市民の高齢者約 1000 名
のデータベースを最大限に活用する． 
 平成 17 年と 18 年に，歯や義歯の状態を確
認し，咬合力，咀嚼能力，唾液分泌速度など
を測定し，データが保管されている大阪府老
人大学講座の元受講生約 1000 名（平均年齢
65 歳）について，追跡調査への参加を呼びか
け，研究参加への同意が得られた者とする． 
 
(2)調査項目 
①口腔内検査 
 歯と補綴状況の検査として，視診と触診に

より歯数，齲蝕や補綴状況等を記録する．ま
た，口腔機能検査として，咬合力，咀嚼能率，
唾液分泌速度について検査をおこなう． 
 
②全身状態の評価 
 全身の健康状態の自己評価と高血圧，心疾
患，糖尿病，脳卒中，悪性腫瘍の既往ならび
にそれに関する服薬についての問診を行う．
また，体重，体脂肪率，内臓脂肪量，筋肉量，
骨量，体水分量，基礎代謝量などを，マルチ
周波数体組成計（タニタ社）によって測定し，
BMI の算出を行う．  
 
(3)統計学的分析 
＜10 年間の変化＞ 
 高齢者の残存歯数や口腔機能，ならびに全
身の健康状態や生活習慣病への罹患などが，
10 年間でどのような変化を示すかについて，
Wilcoxon の符号順位検定を用いて検討する． 
 
＜定期検診の有無と口腔や全身の状態＞ 
 定期検診の有無によって被験者を分類し，
10 年間の残存歯数や口腔機能の変化，全身の
健康状態の変化や生活習慣病の罹患，QOL の
変化，体脂肪率や BMI などの変化，血圧や握
力などの変化について，Kruskal-Wallis 検定
または一元配置分散分析を用いて比較検討
を行う． 
 
＜補綴治療と口腔や全身の状態＞ 
 補綴治療の介入（義歯の装着）によって被
験者を分類し，10 年間の残存歯数や口腔機能
の変化，全身の健康状態の変化や生活習慣病
の罹患，QOL の変化，体脂肪率や BMI などの
変化，血圧や握力などの変化について，
Kruskal-Wallis 検定または一元配置分散分
析を用いて比較検討を行う． 
 
４．研究成果 
 平成 27 年度は，平成 17 年度に行った調査
のデータが保管されている大阪府老人大学
講座の元受講生に追跡調査への参加を呼び
かけ，参加の同意の得られた 163 名について
調査を行った．平成 28 年度も，平成 18 年度
に行った調査のデータが保管されている元
受講生に参加を呼びかけ，参加の同意の得ら
れた 312 名について調査を行った．分析は，
合計 475 名（男性 248 名，女性 227 名，平均
年齢 75.4±3.9 歳）に対して行い，以下の結
果を得た． 
 
＜10 年間の変化＞ 
 まず，平均残存
歯数は，ベースラ
イン時の24.4本か
ら 10 年後の 22.2
本と有意に減少し
た．１本以上歯を
喪失した者は約
66％を占め，その

歯の喪失本数と割合 



中で喪失歯数は 1～21 本で，平均 3本であっ
た．  
 次に，咀嚼能率は，10 年間で有意に減少し
たが，唾液分泌速度と咬合力に有意な減少を
認めなかった． 
 
＜定期検診と口腔や全身の状態＞ 
 10 年間の定期検診
の受診率は，67.4％
であった． 
 定期検診の受診と
性別や年齢，ベース
ライン時の咀嚼能率
に有意な差は認めら
れなかった． 
 
 定期検診を受診している者はそうでない
者に比べて残存歯数が有意に多く，フォロー
アップ時の咀嚼能率が有意に高かった．  
 一方で，歯の喪失歯数は，有意な差を認め
なかった． 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 定期的なメンテナンスを行うことによっ
て，歯の喪失を防ぐよりはむしろ自分自身で
は気づきにくい齲蝕を初期に治療を行うこ
とや，定期的な歯周処置ならびに義歯の調整
を行うことで咀嚼能率の維持に影響を及ぼ
すことが示唆された． 
 
＜補綴治療と口腔や全身の状態＞ 
 ベースライン時の義歯の使用割合は，上顎
で 25.5％，下顎で 23.6％であった．フォロ
ーアップ時の義歯の使用割合は，上顎で
33.7％，下顎で36.6％と10年間で増加した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ベースライン時に上下とも義歯を必要と
しなかった者は 336 名（70.7％）であり，そ
の中で 10 年間に少なくとも片顎に義歯とな
ったものは 69 名であった．新たに義歯を装
着した者はそうでない者に比べて，喪失歯数
が有意に多く，咀嚼能率が有意に低下した． 
  
 本研究によって，定期的なメンテナンスの
有無が歯や口腔機能に影響をおよぼすこと
が推察される結果を得た．今後も調査を継続
して全身に及ぼす影響も明らかにしていき
たいと考えている． 
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